











澁 谷 和 雄
第39次南極地域観測越冬隊(39次越冬隊)で
は39名が 昭和基地で越冬 した.　VLBI観測の開
● 始や,や まと旅行 において10年ぶ りに4000個以
上の限石採取 を行 うな ど基地観測 ・野外調査関係
で着実な成果を上げた..ヲ∫,廃棄物処理 とその
日本持ち帰 りに も重点的 に取 り組 んだので,今 回
は基地での作業 を中心 に概要を報 告す る.
1旧 施設 解 体等 につ い て
夏隊が しらせヘ ピ ックア ップ された翌 日の1998
年2月16Hに 全体 会 議 を開 き,夏 オペ 残作 業 を
継 続す る こ と を申 し合 わせ た.1司17Hか ら旧通
信棟,川 医療棟,コ ルゲー ト通路 な どの解 体 を開
始 した.そ れ と並行 して火 災報 知 器や 発報 配線 の
点 検,脱 衣 所 ・洗 面所 の整 備,暗 室 の改 造 ・整
備,ホ ース点検,ILI食堂 前1通路 の」'r'づけ,空調設備
保 守 点検 な ど も始 め た.3月13日,」 ㌻足 した旧
施 設の 撤去 作 業が ほぼ終J'し,|,rjl71|,好天 に
恵 まれ たの を機 に,重機 多数 を繰 り出 し,解体跡 」也
の整 地作業 を ・気 に行 った,し か し,パ ネル材 ・
鉄 骨 等 はAヘ リポー ト近 くに移 動,地 面 仮 置 き
す る までが精 一杯 で,越 冬明 けの12月17日 に 再
整 理 して オー ニ ング シー トで包 み,Aヘ リ避 難
小屋 の並 び にデ ポ して ようや く区切 りが つ い た.
第1居 住棟 と気 象棟の 間 は随 分す っ き り した.
2発 電 設備 につ いて
4月 に電 力 計の 金棟 設 置[`jl・(電離棟 は511)
を行 った,各HFレ ー ダサ イ ト,弔:力計 室(ト
ランスは新地 震 計室 と共通)に も取 り付 けた.作
業 日数 は述 べ15日 に達 した.電 力 計 は 各様 ご と
の電 力需 要 の把 握 ・管理{に威 力 を発揮 す るはず で
あ る,3JJユ2-16日,太 陽 光 発 電 装 置(最 大
20kW)ラ イ ン を発 電 機 制 御盤 につ な ぎ込 んだ.
4月22日 の系 統 連結 保 護 回路1:'葺rCは約2時 間
停電 した.こ の[事 停 電 に伴 う観測 機 器のshut-
down及び 立ち一ヒげ操 作 に習熟 して い た ため,後
の 事故 停 電(5月12Hな ど)へ 適 切 に対 処 で き
39次隊による廃棄物処理などの基地作業について
目 ・第24回南 極明石 シンポ ジウム
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た と思 わ れ る.写 真1に 示 す よ うに 同 日,発 電
機 と太 陽 光 の並 列 運 転 も初 め て行 っ た.10-2月
期 には太 陽光 発 電 に よ り約10-20kWの電 力供給
が 可 能 なの で,常 時150kW使 用 され てい る基 地
の電力 事情 の も と,300kVA発電機 か ら200kVA
発電機へ の 点検切 り替 え時 には,頼 も しい存在 だ
っ た.
3廃 棄 物処 理 につい て
a)ア スベ ス ト:旧 施設 解 体 時 に出 た,ア スベ
ス ト付 着鉄板 は,し ば ら くデ ポ山 に仮 置 き した ま
まだっ た.4月6日,38次 隊 以前 の アスベ ス トを
含め,持 ち帰 り準備 に入 っ たが,国 内処理 作業 規
程 とのか らみ で,い ろ いろ問題 があ る こ とが わか
り,39次 隊 で は本作 業 を行 わ ず,現 状 保 全作 業
に止 め る こ とと した.b)野 焼 き:4月18日,デ
ポ 山脇 におい て大掛 か りな野焼 き を行 ない,夏 作
業以 降 出た梱 包材 な ど可燃 廃棄 物 を焼 却 した.そ
の量 はお そ ら く50ト ン以上 と思 われ る.39次 隊
最 後の,そ して観測 隊 の歴 史上 最 後の 野焼 きは5
月28日 で,約500kgを 焼 却 した.c)ド ー ム廃
棄物:7月14日,及 び8月24日 の2回 に分 け て,
累 積 して い た ドー ム廃 棄物 をS16か ら持 ち帰 り
処理 した.約300kgの 生 ごみ と1.3トンの可燃 物
が 含 まれ てい て,焼 却 処理 に延べ20日 間 以上 か
か った.な お,抜 き取 り調査 の結果,ド ラムマ ー
キ ング と実 際 の 中身 が 異 なる こ とが判 明 した た
め,11月2日,天 板 をすべ て は ず し,内 容 物 の
チ ェ ックを行 い,詰 め替 え後,最 終 持 ち帰 りリ ス
トを作 成 した.そ の量 は ドラ ム缶127本 な ど合
計231梱,11,939kgに上 った.d)長 期 旅行 廃棄
物:39次 ドー ム旅 行 は1月 帰投 だ っ たの で,廃
棄 物 処 理 につ い て は昭 和 基 地 の 内 数 に な って い
る.や ま と旅 行 は2月 以 降 の帰 投 だが,関 係 隊
員 に よる残 務作 業 で8人 ×4か 月分 の ごみ の最終
処 理 ま で 昭 和 基 地 で 行 っ た.処 理 量 は可 燃 物
420kg,生ごみ232kg,その他230kgであ る.e)
焼 却炉:気 象棟 及 び観 測棟 双方 に影響 を及ぼ さな
い ため に,39次 隊 で は内規 として 「風 速 が3m/s
以上,か つ風 向が0～60度,あ るい は120～250
度」 を焼却 炉 の運転 条件 と した.す る と,通 日は
月 あ た り5-6日しか な いの が 普 通 だ っ た.ド ー
ム廃 棄物 を持 ち帰 った時,隊 の交代期 に拾 い 集め
た可燃 物 や廃 棄食糧 を焼 却す る時 な ど,短 期 間 に
大量 処理 が必 要 な場 合 に は,若 干条件 を緩和 せ ざ
る を得 なか った.年 間 当た りの生 ゴ ミ炭化装 置 と
焼 却炉 の稼 働 時 間 は そ れ ぞ れ817.5時間 と296.3
時 間,排 出 量 は そ れ ぞれ1446.4kgと982.6kgに
上 った.第2居 住 棟 の ダ ク トを通 じて排 煙 が 棟
内 に流 れ る とい う問題 もあ り,立 地条 件 をい ろい
ろ考慮 した うえでの焼 却炉 の 移設 が必要 であ る.
4基 地 内 清掃 及 び廃 棄物 集積 につい て
12月17日,廃 棄 バ ッテ リーの 集 中処理 を行 っ
た が,抜 き取 っ た電 解 液 は600kgにの ぼ っ た.
同21日 に は,西 部地 区 か らAヘ リポ ー トにか け
て散 乱 して い る ごみ の分 別 収 集 を行 い,同22日
には,通 路棟,旧 食堂 前通路,旧 バー,9居 の片
づ け,同24日 に は東 部地 区の ご み拾 い を行 った
篁墨:識篇 灘欝鍔3㌫1ζ●
ル ミ空 き缶,ガ ラ ス等,18分 類 に分 けて 分別 収
集 を行 ってい る.基 地 生活 に関 わ る一一般廃棄物 の
持 ち帰 りは タイ コ ン,ド ラ ム缶,コ ンテナ ー類 な
どで537梱71ト ン に上 っ た.大 型 廃 棄物 と して
は39次夏 オペ で解 体 した第1HFレ ー ダの ア ンテ
ナ廃 材,SM50型 雪 上車,松 の廊 下 な どの解体 コ
ルゲー ト,発 電 機 部品 など112梱,80.9トンで あ
る.12月14-16日,40次隊 に よる新 発電 棟 整 備
に関連 して200kVA発電機(3号 機)の 解 体 ・撤
去作 業 を行 ったが,持 ち帰 った 発電機 が展示用 と
してヤ ンマー デ ィーゼ ルに引 き取 られ たの は嬉 し
い話 で あ る.
5廃 棄物 持 ち帰 り輸送 につ いて
a)氷 上 輸送:12月19日,海 氷 上 のデ ポ橋14
台 を引 き出 し,氷 上 輸送 のため の ク レー ンサ イ ト
を整備 した.福 島 ケル ン下の海 氷降 り口 に砂 を入
れ,傾 斜 凹凸 を な らす とともに,縫 が 迂回 しやす
い ように,海 氷雪 面 もな ら した.作 業工 作棟脇 の
集 積 場 所 に1台,福 島 ケ ル ン下 の権 積 み ポ イ ン
トに1台 の ク レー ン を配 置,2台 を使 って吊 り替
えだ けで 棲積み で きるよ うに したので効 率が よか
った.1月4日 か ら持 ち帰 り氷上 輸送 が始 ま った
が,1月 の 天候 は観 測 史上最 悪 で,ク レー ン操 作
は,絶 えず10-12m/sの吹雪 下 で行わ ざるを得ず,
神 経 をす り減 らす作 業 だ った.　HF廃 材 ラ ックは
底 板が木 製 なので越 冬 中 に付 着 した雪 が大量 に氷
化 ・固着 してお り,へ ら付 き ドリルで こそげ落す
な ど,余 分 な作 業 もあ っ た(写 真2参 照).そ れ
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写真2:へ ら付 き ドリル や ゾンデ棒 を使 ってHF廃 材 コン テナー に付 着
した氷を落とす
で もSM560,SM510など大 型車 両 の船 倉 積 み込
み を もっ て5日 に は大 型 廃 棄 物 の氷 上 持 ち帰 り
輸 送 が終 了 した.b)ヘ リ輸 送:1月13-15日 か● らAヘ リポ ー トで廃 棄物 ドラムや 不燃 物 タ イコ
ンのパ レ ッ ト積 み,折 り畳 み コ ンテ ナーの集積 な
ど を開始 した.16日,20m/s以上 の風 が吹 く中,
最 初 の廃 棄物 パ レッ ト38枚,タ イコ ン38個(15
便)が ヘ リで しらせ に運 ばれて いっ た.ト ナー島
ヘ リ故 障 の 関係 で,し らせ は1月20日,リ ュ ッ
ォ ・ホ ルム 湾 を離 れ,再 度 戻 っ て きた の が1月
27日だ が,2月14日 まで 基 地 まわ り後片 付 け,
最 後 の廃棄 物処理 と持 ち帰 り計 量 で連 日明 け暮 れ
た.日 本へ の持 ち帰 り廃 棄物総量 は集計 法 によ り
若 干 違い が 出るが160トンに達 した.
環境 保護 議定書 に関 した法律 制定 に より,廃 棄
物 管理 と持 ち帰 りは観測 隊 に とって重要 な活動 に
な った.観 測や建設 に比べ,心 理 的 に は消 耗な作
● 業であ。たが,各 隊員,鎖 作業 を1馳 ず,髄
的かつ効 率 的に働 いて くれた こ とに感 謝す る.ま
た,節 日節 日では天候 に恵 まれ,破 綻 な く作業 を




上 記 シ ンポ ジウム は6月1日(火 〉 ～3日(木)
の3日 間 にわた って 当研 究所6階 講堂 にて開催 さ
れ た.口 頭 発 表 が63件,ポ ス ター発 表 が2件,
プ リ ン トの み の 発 表が8件 で あ った.参 加 者 は
110名強で あ った.そ の うち海外 か らの参加者 は
15名(う ち2名 は招 待者)で あ った.発 表 は英
語 で行 われた.ま た,シ ンポ ジ ウム初 日には,日
本 で2台 目 と な る2次 イ オ ン 質 量 分 析 計
(SHRIMPII)の見 学 会 も行 われ た.
主 な トピ ック と して,第39次 南 極地域 観測 隊
におい て実 施 され た1貴石 ・宇 宙塵探 査 の成果 の発
表,お よび ドーム基 地 か ら見つ かる宇宙 塵 の コ ン
ソー シアム研 究 の 発表が あ った.明 石探 査の 発表
で は,や ま と山脈 お よびベ ル ジカ山地周 辺の裸 水
掃 か ら,今 回の 探 査 に よ り新 た に4000個を超 す
順行 の発見 が あ り,肉 眼 による粗 分類 か ら,こ れ
らの 陽石 には,新 種 と考 えられ る明石 や 月起源 の
限石 な ど希 少限石 を含 むこ とが報 告 された.ま た,
宇 宙 塵採 集 の発表 では,や ま と山脈周 辺 の裸氷帯
にお い て融 氷 装 置 を用 い た宇 宙 塵採 集 が 実施 さ
れ,合 計 約2グ ラ ム の塵 が 回収 され た こ と,ま
た,そ の中 に は数 万 の オー ダーの 宇宙塵 が 含 まれ
てい る と期待 され る との報 告があ った,こ う した
組織 的な宇宙 塵採 集 は 日本 と して は初め ての試 み
で あ った.限 石 フ ィール ドであ る保水帯 で の宇 宙
塵採 集 は世 界 初で あ り,今 後の解析 が期 待 され て
い る.さ らに,39次 隊 に よる宇 宙塵 の組 織 的 採
集 に先 立 ち,37次 お よび38次 隊 に よって 持 ち帰
られ た ドーム基 地造 水槽底 の塵 の 中か ら見つ か る
宇宙 塵 は,コ ン ソー シ アム研 究 と して行 われ た.
この ドー ム宇 宙 塵 の 研 究 で は,9件 の 発 表 が あ
り,こ の地域 で 見つ か る宇 宙塵 の特 徴 が ほぼ明 ら
か に され た.
2件 の招待 講演 につい て報告 す る.　NASAジ ョ
ンソ ンスペ ース セ ン ターの領 有 セ クシ ョンの キュ
レ一 夕 ー で あ るMarylin　Lindstrom博"i:が月 お
よび火星 限石研 究 の レビュー講演 を行 った.月 や
火 星 か らの 陽石 は南 極 限 石 の 中 か ら1000個に1
個程度 の割合で しか見つ か らず,そ の数 は少 ない.
特 に火星 は多様 に分 化 した天 体であ るこ とも考慮
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す る必 要が あ る.今 後の探 査機 に よる観 測 やサ ン
プ ル リター ンとの 関連性 に も触 れ た.ア メリカ ・
ス ミソニ ア ン博 物 館 の 限 石 キ ュ レー ター で あ る
Glenn　MacPherson博i';は始 源 明石 であ る コ ン ド
ラ イ ト順 行 に含 まれ る高温 で安定 な鉱物 の 集合 体
(カル シ ウムや アル ミニ ウム に富 む難揮 発性 の鉱
物 か ら構 成 され,高 温 凝 縮物 と呼 ば れ る.)の 専
門家で あ る.コ ン ドラ イ トの重 要な構 成単位 の コ
ン ドリュ ール と,高 温凝 縮物 との 双方 の 成 因 を,
ア ル ミニ ウム に富 むコ ン ドリュー ルやマ グ ネシウ
ム に富 む コ ン ドリュー ル と関連 づ けて議 論 した.
これ らに は消滅 核 種 で あ る26一アル ミニ ウムの放
射 壊 変 に よ って で きた26一マ グネ シウム が 含 まれ
てお り,こ れ を含 む同位体 比や酸 素 同位体 比 に着
目 して,コ ン ドリュー ルの形成 は原始 太陽 系の よ
り広 い領域 に わた る現 象 で,高 温 凝縮物 の形成 は
よ りロー カ ルな現 象で あ る こ と を示 した.ま た,
最近 コン ドリュー ルの新 しい形 成モ デ ル と して 注
目 されて いる星 形成 の際 に 形成 され る ア クリー シ
ョンデ ィスクを用い て,そ れぞ れの 形成場 所の 可
能性 に触 れ た.
そ の他,1屓石研 究 に用 い られ る最先 端 の分析 手
法 と して,2次 イオ ン質量 分析 計 を利用 した限 石
研究 が 普及 し,そ の研 究 発 表が 多か った.
「講演 と映画の会」を開催
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ビ局3社 も取材 に駆 けつけ た.
講演 に先立 って,地 元の中学 生の 代 表 と南極 の
灘 畿警蕊 ㌍藍イ漢㌘ζ㍑ ●
に会場 の 全員 が耳 を傾 けた.
i講演 は,「南極 の 自然 と観{則1塚」 と題 し,第39
次 南極 地域観 測隊 ⊥ミの澁 谷和 雄教授 が,南 極で 行
われ てい る観 測 を各隊 員の仕'信や生 活 を通 して紹
介 した.講 演 の最後 に設 け られた質問の時 間には,
中学生 か ら,環 境 関連 の質問 が 多 くな され,関 心
の高 さを伺わ せ た.
1溝1寅糸冬了f麦,言己姦夫映 国li　「南 桓{看視汲|J1997」カ{卜:
映 され,好 評 を博 して 「講演 と映画 の会」 は終 了
した.
南極地域観測事業 の意義 と成 果を普及するた
め,6月30日 に長 野県小 県郡真田町の 真田町文
化 会館 において 「講演 と映画 の会」 が開催 され
た,前 日からあいに くの強い雨だったが,開 催直
前 には雨 もあが り,会場 には地元の中学生 を中心
に660名の聴講 者が集 まったほか,地 元のテ レ
第41次南極地域観測隊
夏期総合訓練を実施
国立 極 地 研 究所 は,6月21日(月)か ら6月25
|.1(金)まで の5n間,長 野 県小 県 郡真 【日町 にあ
る 文 部省菅'「i高原体 育研 究場 にお い て,第41次
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南極地域観測隊夏期総合訓練を実施 した.
この訓練 は,今 秋南極 に向けて出発する第41
次南極地域観測隊員を対象に南極観測に関する情
報提供,観 測 ・設営計画や出発までの諸準備 につ
いての打合せや団体生活 を通 して相互の協力 ・意
思の疎通 をはかることなどを 目的と した もので,
隊員,講 師及び関係者 ら90名の参加 を得 た.
訓練のカリキュラムは,朝 早 くか ら夕食後 まで
及び,南 極観測事業の沿革,環 境保護,設 営,廃





ッシング訓練 など,南極での行動に必要 な様 々な
訓練が行われた.ま た,こ のように出発前に隊員
全員が集 まる機会は数少 ないため,講 義 の終了後
も遅 くまで各担当分野に分がれての打合せな どが
行われた.最 終プログラムの体育では,事 務局の
極地研職員 も交えてのソフ トボール大会が行 われ
た.ド
第41次隊 は,こ の訓練の後,国 立極地研究所
を中心 に,11月14日の出発 に向け,本 格的 な準
備 にはいる.
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第41次南極地域観測隊員54名が決定
今秋11月14日の 出発 を予定 する第41次南極
地 域観測 隊員60名(越 冬 隊40名,夏 隊20名)
の うち,既 に決定 している隊長及び副隊長 を除 く
54名が,6月14日 に開催 された南極 地域観測統
合推進本部総会において決定,同 日報道発表 され
た.残 る4名 及 び外 国基 地派遣者3名 につ いて
は,現 在選考中である.
第41次隊は,定 常観測 を縦続 する他,昭 和基
地 を中心 に寓生系,気 水圏系,地 学系,生 物 ・医
学系のプロジェク ト及びモニ タリングの各研究観
孝則を行 う.
主 な活動計画 として は,宙 空系のMFレ ー ダ
ー に よる中間圏か ら下部熱圏の風速 観測,大 型
HFレ ー ダーによる極域電離層対流の観測,気 水
圏系の航空機 を用いた内陸の大気,飛 雪観測,昭
和基地周辺の大気 ・エ アロゾル観測,地 学系のみ
ず ほルー ト周辺における人1.[地震探査,や まと山
脈周辺裸氷域 における陽石探査,生 物 ・医学系の
淡水域の生態調査,航 空機に よるアザラシ,ペ ン
ギンの個体数調査等 を行う.設 営面では,発 電機
設備の改修,夏 期隊員宿舎の整備のほか,環 境関
連の作業 として主ヘ リポー トのコンクリー ト打設
(2年計画1年 次),焼却炉棟 の建設,10kW風力
発電機 の設置,大 型廃棄物の持帰 り等 を予定 して
いる.
レーダーで極域超高層 を探る
小 川 忠 彦
第26次 越冬 隊の 宙 空隊 員 と して昭 和基 地 に到
着 した の は1984年の暮 れ で あ っ た.き つ い夏 作
業 を終 え,オ ー ロ ラを初め て この 眼で 見たの は2
月末で,淡 い白色 であ った と記憶 して いる.太 陽
活動 極小 期 の年 で あ ったため,立 派 なオー ロ ラに
出会 ったの は年 間 を通 して数 える ほ どで あ った.
極小 期 には回帰 性 の磁 気 嵐が 発生 す るので,オ ー
ロ ラの 出現 は事 前 に予測 で き,オ ーロ ラ観測 用 ロ
ケ ッ トの発射 時期 の決定 に も役立 った.余 談 にな
るが,1986年2月 中旬 に ブ ラ イ ド湾 を離 れ て北
上 中 の 「しらせ 」 の新 聞 に,過 去1年 間 の予 測
経験 に基づ い た 「オー ロラはいつ 見 え るか?」 な
る記事 を投 稿 した.数 日後 の夜 半,「 オー ロ ラが
見 える」 との艦 内放送 で 甲板 に出 てみ る と,や や
暗 い オー ロラが南 天 に出 ていた.フ ラ ッシュ をた
い て この オ ー ロラ を撮 っ た乗組 員がいた との噂 も
あ ったが,予 想 が 当 た り,乗 組 員か ら感謝 された
こ とを今 で も憶 えてい る.
さて,越 冬 中 の私 の 主 な仕 事 は,電 波 研(当
時)が1982年 に更 新 したVHF帯 の レー ダー を
用 い て100-120km高度 の電 離 圏 プ ラズマ を観 測
す る こ とで あった.オ ー ロラの領域付 近 か ら最 も
強 い レー ダーエ コー(反 射 波)が 返 って くる こ と
か ら,こ の種 の レー ダー は"オ ー ロ ラ レー ダー"
と呼 ばれて いる.レ ー ダ ーで 見 たオー ロラ を"レ
ー ダー オー ロラ"と 呼ぶ が,光 オー ロラ とは時 間
的 ・空 間的 に必 ず しも一 致 しな い.両 オー ロラ を
同時観測 す れば オー ロラの生 成 や ダイナ ミクスが
璽鵡 ㌶ 轡 ㌶ 」二1:ζ三豊裂㌘●
ビーム幅 を持 つ送 受信 ア ンテナ と専用 の計 算機 を
装 備 し,エ コーの ドップ ラー シフ トも測 れる最 新
式 の も の で あ っ た.こ の 機 能 を 使 う と,
80-100km高度 の瓜(中 性 風)の 速度 を測 る こ と
もで きる(流 星 レー ダー).大 気 中に飛 び込 ん で
きた流星 が この高 度 に作 るプ ラズマ痕 は周 囲の風
と同 じ動 きをす るか らで あ る.1台 の レー ダー で
同時 にオー ロ ラエ コー と流 星 エ コー を測 れない の
で,オ ー ロラの事 前予測 を参 考 に しなが ら,両 者
の機能 を適 宜使 い 分け て1年 間 の観測 に臨 ん だ.
同 じ越 冬 隊で野 村隊 員(信 州大学)は,気 まぐ
れ な天気 に翻 弄 され なが ら,ラ イ ダー を用 いて 同
じ高度(80-100km)の大 気 重力 波 を測 っ てい た
が,帰 国後に醒 レーダーとライダーの観測結果 ●
を比較 した所,か な りよ く一 致 してい るこ とが分
か った.ま た,サ ブ ス トー ム中 に中性風 が 突然速
くなる こ と も見 つ か った が,100-120km高度 の
ジ ュール加熱 の影響 で速 くな ったのか,あ るい は
強 い電 離層電 場の 影響 で流 星痕 が本 来の 中性風 か
らずれて運動 したのか は不 明 であ った.現 在,昭
和 基 地 で 中 波(MF)レ ー ダ ー を 使 っ て
60-100km高度の風 が連続 測 定 され てい るが,こ
の ような こ とが しば しば観測 され るのか ど うか,
そ の原因 は何 か な ど,オ ーロ ラが 中間圏大気 に与
え る影 響 とい う観 点 か ら観測 結 果 が 楽 しみ で あ
る.
オー ロ ラレー ダー に話 を戻 す.詳 しい理 由 は述
べ ないが,100-120km高度の プ ラズ マか らの レ
ー ダーエ コー を受 信す るには,レ ー ダーの電波 べ
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図1北 極SuperDARNレー ダー群 の観測 範囲(行 松氏提供)西 カナ
ダとアラ スカの 計3基 は現 在建設中で ある.各 レーダー の観 測視野 は扇
の形 をしており,16本 の狭いビームから成 ってい る.
図2南 極SuperDARNレー ダー群 の観測 範囲(行 松氏提 供)、ケルゲ
レンとタスマニアの計2基 は現 在建 設中で,ニ ュー ジーラ ン ドの1基 は
計画中であ る.
ク トル はこの高度 で地球 の磁 力線方 向 と±数度 の
範 囲で 直交 す るこ とが必 要 であ る.こ の条 件 を満
たす領 域の 下 にある 「みず ほ」基 地 に宙空 隊員 の
協力 を得 て天頂 フ ォ トメー タを設 置 し,レ ーダー
オー ロラ と光 オー ロラ との 同時観測 を試 みた.そ
の結果,ア ー ク状 の オー ロ ラ内か らの エ コー強度
は極端 に弱 いが,ア ー ク とア ークの間 で は強 い こ
と,… 方 デ ィフユー ズ型 オー ロラ内か らのそ れは
強 い こ とが 見つ か った.こ れ らは,オ ー ロラ内の
電子密 度 や電場 の分布 につ い て重 要 な情 報 を与 え
てい る.
南 北極 域 の オ ー ロ ラ レー ダ ー を用 い た研 究 か
ら,オ ー ロラのあ るな しに関係 な く,こ の レー ダ
ーが電離 圏の プ ラズ マ対 流 の研究 に も使 えるこ と
が分 か って きた.し か し,直 進 す るVHF帯 の電
波 を使 う限 り,レ ー ダーが探 査 で きる空 間域 はオ
ー ロラ帯 に限 られ るため ,オ ーロ ラ帯 か ら極冠域
に及ぶ広 大 な領域 の プラズマ対流 の全貌 を知 る こ
とは不可 能 であ った.こ れ を可 能 に したのは,米
国 ジ ョ ンズ ・ホ プ キ ンス大 学 のGreenwald博士
達が1983年にカ ナ ダの グー ズベ イ に建 設 した本
格 的 な大型 の短 波(HF)レ ー ダーで,16基 の 巨
大 な ログペ リ ・ア ンテ ナが特徴 であ る.　HF帯 の
電波 は電 離層 内で屈 折 して伝搬 す るため,電 波 ベ
ク トル と地 球磁 力 線 との 直 交条 件 がF居 中の あ
らゆ る所 で成立 し,　VHFレ ー ダー に比 べ て探 査
範囲 が飛 躍 的 に拡大 す る.南 極 か ら帰 国後 に彼 ら
の論 文 を読 んだ私 は 「昭和 基地 の次世 代 レー ダー
は これ だ」 と直感 し,早 速 そ の可能性 の検 討 に と
りかか った.極 地研 の宙 空系 グル ー プの よ き理解
を得 て,シ ンポ ジウムで観 測計 画 を発 表 したの は
1988年1月で あ っ た.そ の年 の10月 に ジ ョ ン
ズ ・ホ プキ ンス大 学 とグー スベ イを訪 問 す る機会
が 与 え られ,　Greenwald博士 らか らい ろい ろ な
情 報 を得 た り,　HFレ ー ダー の現 物 に接 す る こ と
が で きた.帰 国後 に詳細 なレポー トを関 係者 に提
出 して議論 して もらった結果,ゴ ーサ イ ンが 出て,
予 算要求 が決定 された.あ とは極 地研 の宙空 グル
ー プにバ トン タッチ した .予 算 が認 め られ た後,
昭 和基 地 で実 際 に観 測が 始 ま ったの は1995年で
あ るが,建 設 までの経緯 と苦労 話 を山岸 久雄 さん
が 「極 地61号(1995)」に書 いてお られる.
HFレ ー ダー を用 いた研 究 の有用 性 と将 来性 が
認 知 され た結 果,1983年に グー スベ イに設 置 さ
れ た レー ダ ー と 同型 のHFレ ー ダー が 各 国 に よ
って次 々 と南 北極 域 に建 設 され,観 測 に入 っ た.
現 在,北 極 で6基 が 稼 働 中 で,近 い うち に3基
(通信 総 合研 究 所 が1基)が 建 設 され る(図1).
南極 で は4基(昭 和 基 地 に2基)が 稼 働 中で,2
基 が完 成 間近で あ る(図2).こ れ らの レー ダー群
を　"SuperDARN"　(Super　Dual　Aurora　Radar
Network)　と呼 んで い る.図1と2か ら分 か る よ
うに,　SuperDARNの視 野 は オ ー ロ ラ帯 と極 冠
域 全 体 の75%程 度 を覆 っ てい る ので,太 陽風 磁
場 の変動 に伴 う広範 な電 離 圏プ ラズマ対 流の 応答
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SENSUのロゴ(極 地研 デザイ ン〉
をほぼ瞬時 に知 るこ とが で きる.ま た,未 知領域
で ある極 冠域 の観 測 が進展 す るな ど,研 究 へ の イ
ンパ ク トは非常 に大 きい.我 々 は,従 来 の"点"
観 測 か ら"面"観 測 の新 時代 に入 った ので あ る.
因 みに,昭 和基 地 の レー ダー観測 プロ ジェ ク トを
"SENSU"　(旦
owaSouth　&　East　HF　Radars　of
NIPR　for　SuperDARN)　と呼 んで お り,そ の ロ
ゴ を写真 に示す.扇 子(SENSU)の 要 に基 地 が
あ り,扇 状 の2基 の レー ダー の観 測視 野 が大 陸
上 に重 ね てあ る.
次 の ター ゲ ッ トと して私 が今 夢 に描 いてい るの
は,南 極大 陸 の氷床 上 に置か れた磁気 圏探 査 レー
ダーで ある.多 分 巨大 なア ンテナ と強力 な電 波 出
力 が必要 で あろ う.ほ ん とに電 波が磁 気 圏か ら返




グ ラハ ム ・ホ ー ジ ー　(Graham　W.　Hosie)
1999年2月か ら3ヶ 月間,極 地研 の客員教授
として来所 し,南極海の動物 プランク トンの長期
モニ タリングについて研究 を進 めてい ます.今 回
で合計4回 の来所 の機会 に恵 まれ ました.こ れ
までの経緯 を含め研究の現状 と将来計画をまとめ
ました.t.
最初 の来 訪は1995年の2月 に2週 間の短期 間
であ り,北海道サロマ湖 の冬期 海氷上で極地研が
開発 した　"NIPRプランク トンサ ンプラ ー"に
よる観測 に参加 しました.そ の年の後半には私が
所属するオース トラ リア南極局の外国派遣 プログ
ラムにより2ヶ月間滞在す る機会を得 ました.こ
の時はナ ンキ ョクオキアミの研 究成果を解析 し,
極地研 の出版物 にま とめま した.続 く1997年の
3回目の来訪は 日本学術振興 会とオース トラリア
科学 アカデ ミーによる招へいであ り,日本南極観
測隊により第14次隊以来"ふ じ"及 び"し らせ"
船上で定常的 に観測が継続 されているノルパ ック
ネッ ト採集動物プランク トン標本の解析 を分担 し
ました.南 極観測 を実施 している多 くの国々で地
球規模環境変動や漁業等の人間活動 による直接的
な影響 をモニタリングす る計画があ りますが,こ
れらの多 くは脊椎動物やナ ンキ ョクオキア ミを対
象 としています.よ り敏感にこれ らの影響を受け,
また,鋭 敏に反応すると考えられる動物プランク
トンについての観測計画 は見 当た りませ ん.
近年,環 境変動モニタリング計画が多方面で議
論 されている ところですが,20数年以上 も前の
1972年,世界 に先駆 けて 日本南極観測隊にてプ
ランク トンの採集が開始 された先見 性には驚 くば
か りです.か つ,以 来,年 による採集頻度は異な
るものの,途 切れることなく継続 されていること
は驚異 に値 します.
これ らの貴重なノルパ ック標本は,極 地研 の生
物 グループの谷村篤博士(現 三重大学)やCOE
研究員 ・高橋一生博士(現 創価大学)ら が中心 と
な り,同時 に一部は大学院生の研究テーマとして
解析が進め られていました.私 は これらの解析に
共同研 究 と して加わ り,東経30度か ら160度の
範囲にあるイン ド洋区南極 海で採集 された標本か
ら得 られたデー タを解析 した結果,南 極周極流の
北方海域の動物 プランク トン群集 に4年か ら6年
周期の変動が見 られ ました.し か し,これ らの標
本はか なり広い時間的空間的範囲か ら得 られたも
のであ り,更 に詳細 な解析 を進めるには限界があ
りま した.
そ こで,次 に比較 的狭い空間範囲で,同 じ季節
に得 られた標本 を対象 として,か つ標本数の多い
所を選別 しました.こ のように して地理的変動や
季節変動を考慮する必要のないデータを選 び出 し
ました.こ れは,"し らせ"が 昭和基地を離れ北
上 を始め るときの2月 上中旬の リュツォ ・ホル
ム湾 の沖合海域で した.
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その結 果 を図1に 示 しま したが,動 物 プ ラン
ク トン現存量 として代表 される湿重量 と採集海域
の表面水温 との間に正 の相 関関係 が見 られ,ま
た,数 年スケールの周期的変動があるように見え
ます.こ の海域か らはるか3300kmも離 れたオ
ース トラリア観測隊のケーシー基地周辺での観測
結果からも同様 な傾向が示 されたことから,こ れ
らの関係 や変動傾向は狭 い海域に限 られた地域的
なものではな く,東南極 海域 に共通 した現象 と思
われます.
以上はネ ッ ト採集物全体 を扱 った結果であ り,
今後標本 の中の主要動 物 プラ ンク トン群集や,
個々の種 についての解析や検 討が必要 とな りま
す.
これまでの解析 を通 して,比 較的小型であるノ● ルパ ックネ ッ トに よる採 集 で は得 られ た標 本 間の
バ ラツキが大 きい こ とが指摘 されて い ます.ま た,
一 日に一 回程度 の採集頻 度で は どう して も時 間的
空間 的な スケ ールの荒 さを取 り除 く事 が 出来 ませ
ん.
そ こで 今 後 の動 物 プ ラ ン ク トンモ ニ タ リ ン グ
研 究 に適 した観 測 方 法 と して,ハ ーデ ィー型 連
続 プ ラ ン ク トン 採 集 器　(Continuous　Plankton
Recorderの頭 文 字 を と ってCPRと 略 され て い
る)が 再検 討 されて い ます.こ れ は北大 西 洋や北
海海域 におい て はす で に60年 以上 の実 績 を有 し
てお り,同 海域 の生 産力 や漁業 資 源量評 価等,海
洋の 健康状 態 をモ ニ タ リングす る有 用 な手法 と し
て用 い られ て お ります.　CPRに つ い て は本 号 の
極 地 豆事 典 に詳 しく説明 しま した,
私 が所属 す るオ ース トラ リア南 極 局 では,最 初
英 国 か らCPRを 購 入 しま したが,そ の 後南 極 局
内 の工 作 室 にて独 自に製 作 し,1990年以 降 オ ー
ロ ラ ・オース トラ リス号 の船 上 にて使 用 してい ま
す.　CPRの 最 大 の特徴 は電 子 回路 等 の ハ イテ ク
部 分 は一切 無 く,全 くメカニ カル な構 造 であ る点
です.し か し,そ の裏 に は製 作 や ネ ッ トの裁 断等
にか な り職 人的 な技 術 を要 し,南 極 局 で完 成す る
まで には幾 多 の試 行錯誤 が あ りま した.
オ ース トラ リア南 極 局で は1990年か らCPRの
使 用 を開 始 し,1996年か ら本 格 的 に標 本 が収 集
され始 ま りました.図2に は1997年4月か ら1998
年7月 の 間 に実施 され た合 計26回 の曳 航 記録 を
ま とめ ま したが,総 曳航 距 離 は お よそ1万 マ イ
ル(18,500km)に及 び ま した.し か し,オ ー ロ
ラ ・オース トラ リス号 の航 路 は この図 か ら も明 ら
か な よ うに,航 海毎 の ミッシ ョ ンに よ りイ ン ド洋
区 に広 く分 散 してい ます.地 理 的 に広 い海域か ら
の標本 を採 集す るには適 してい ます が,同 一時 空
間内 の 中 ・長期 的 な変化 をモニ タリン グす るには
必ず しも向 いて は い ませ ん.
一 方
,"し らせ"は 毎 年 同 じ時期 に同 じ航路 ・
海域 を航 行 す る特徴 が
あ り,ま さ し く長期 モ





図1:第14次 隊(1972/73年)か ら第36次 隊(1994/95年)に かけて昭和基 地沖における動物 プラン
ク トン現存量(海 水1立 法メー トル中の湿重量,四 角のシ ンボルと実線)と 表面水温(丸Enと点 線)と の経年
変化 、
る上 で は最 適 な プ ラ ッ
トホ ー ム と言 え ます.
現 在,"し らせ"船 上
で は表面 海 水 の連続 採
水 モニ タ リン グシステ
ムが 稼働 してお り,こ
の シス テ ムの 中で光 学
的 セ ンサ ー に よる動物
プ ラ ンク トンの観 測 が
実 施 され て い ます.こ
の シ ス テ ム と並 行 し
て,"し らせ"船 上 で
のCPR観 測 が 実 現 す
れ ば,オ ー ロ ラ ・オー
ス トラ リス号 の観 測 と
合 わせ て,イ ン ド洋 区
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東 経 つ い ての よ りきめの細 かい
モ ニ タリングが 可能 にな り
ます.同 時 にオー ス トラ リ
ア に蓄積 されて きた デー タ
と の 相 互 比 較 が 可 能 とな
り,日 豪 双方 のデー タを共
南 同 で 解析 す る こ とに よ り,
緯 地球 規模 環境 変動へ の動物
プ ランク トンの応 答 のプロ
セ ス とメ カニ ズムが明 らか
に な ります.
近 い将 来,　CPRを 駆 使
した 日豪 共同研究 が発展す
る こ とを願 い,ま た,共 同
研究 を通 して更 に若手研究
図2、1997年4月 か ら1998年7月 の間.オ ーロラ ・オース トラ リス号により曳航 され たプランク トン
レコ一夕'一(CPR)の合計26回の曳航の軌跡・ 者 が 数 多 く育 つ こ と を願 い
つ つ 本 報 告 を結 び ます .
〔オース トラリア南極局 ・主任研 究官)の動 物 プ ラ ンク トン変動 の様子 が よ り詳 し く明 ら
か にな ります.
1998年11月,オース トラ リア,ホ バ ー トとキ
ャ ンベ ラにお いて,オ ー ス トラ リア科 学 ア カデ ミ
ー と日本学 術振興 会 との 合同海 洋科学 ワー ク シ ョ
ップが開催 され,こ の中 の南極 海洋研 究 部会 にお
い て将 来 の南極 海 イン ド洋区研 究計 画 につい て活
発 な意見交 換 が行 われ ま した.日 本 か ら極 地研 の
福 地教 授,小 達助教授,牛 尾助 手,及 び北 大 の若
土 教授,渡 辺助 教授 が参 加 しま した.ワ ー クシ ョ
ップ を通 してい くつかの研 究課 題が 浮 き彫 りにな
りま したが,そ の中の ひとつ に 「動物 プ ラ ンク ト
ンの生理生 態 学 的モニ タ リング計画」 が挙 げ られ
ま した,
今回 の来訪 で は,ノ ルパ ック ネッ ト標 本 につ い
て の こ れ まで の 共 同研 究 の と りま とめ を行 いつ
つ,同 時 に将 来 の イ ン ド洋 区動物 プラ ンク トンモ
ニ タ リング研 究 の方向性 や共 同観 測 ・研 究 の発展
につ い て極 地 研 の 生 物 グ ルー プの ス タ ッ フ を始
め,国 内の研 究者 と意 見交換 ・討 議 を続 けて い ま
す.
フ リー マ ン トルか ら東 経llO度線 に沿 っ て南
下 す る 航路,及 び,東 経150度線 上 を シ ドニ ー
へ 向け て北 上 す る航 路 に沿 って ,"し らせ"船 上
にて これ か ら3-5年間 にわ た りCPRを 曳航 す る
こ とに よ り,こ れ までの ノルパ ック標 本 デ ー タ及
び光 学セ ンサ ー に よるデー タとの 間の キ ャ リブ レ
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観測隊便り
5月




冬を迎 えた昭和基 地では,ブ リザー ドのたびに
多量 の ドリフ トが堆積 し,道 路やケーブルラック
等の除雪に追われた.
観測関係で は,多 くの観測計画が概ね順調に経
過 している.気 象部 門では月光 を利用 した夜間の
オゾン全量観測を開始 した.宙 空部門では,南極
点基 地及 び中山基 地 とのHFレ ー ダ特別観測 を
行った.地 学部門ではオース トラリア及び南アブ● リカ局 との共同VLBI実験 を行 った.
野外行動は,安 定 しない天候のため度重 なる順
延の後ルー ト工作 やS16に於 ける車両,櫨 の 回
収を行 ったが,天 候 が不安定で停滞を余儀 な くさ
れた.
安全対策 とし,野外行動講習会や雪上車講習会
等本格的な野外活動の開始 を前 に過去の事故例 に
基づ き予防,対 処方法等 を目的 とした講習会 を行
った.
生活関連では,恒 例の南極大学 を開講 した.週
2回2名の講師 による熱のこもった講義が行われ
単調になりがちな越冬生活 に刺激 を与えるもの と
なっている.
6月
6月は太陽の出ない極 夜期 に入ったが,気 温は
高 く曇天,悪 天候が続 き断続的 にブリザー ドに見





野外行動 では,生 物採集海洋観測 やSl6への
車両回収が実施 されたが,先 月同様ブ リザ ー ドに
見舞われ停滞 を余儀 な くされた.
生活関連では,気 象記念 日,電 波の 日を祝い,
下旬には南極基地における最大 イベ ン トである ミ
ッ ドウインター祭 を開催 した.正 装で臨む洋食の
フルコースディナーや各種競技大会,演 芸大会,
デジタルフォントコンテス トが行われ盛況であっ
た.ま た南極圏で生活する外 国基地 とのメッセー
ジ交換 もあ りあ らためて越冬隊員同士の連帯感 を
深めた.
ミッ ドウインタ一票で鋭気 を養い,下 旬 には越
冬後半 に向けてのオペ レーション会議 を開き,冬
明けの内陸計画の具体的な準備作業に入 った.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m!s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10・min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
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【極地豆事典】
ハーディー型連続プランク トン採集器
連 続 プ ラ ン ク トン採 集 器　(Continuous
Plankton　Recorder)　は英 語名 の頭 文字 を とっ
てCPRと 略 され て い る.　CPRは 英 国 ア リス
ター ・ハ ーデ ィー卿 によ り初 め て考 案 され,特
にハ ーデ ィ ー型 連 続 プ ラ ンク トン採 集 器 と呼
ばれ てい る.通 常 の 商 船 の航 海 にお い て容 易
に プ ラ ンク トン を採 集 出来 る よ う に考 案 され
た もの で あ る.1925年か ら27年 に か けての英
国デ ィス カ バ リ一号 の南 極 航 海 にお い て,オ
キア ミを採 集す るため に原 型が つ くられた.そ
の 後,1930年代 に北 海 での 仕様 に改 造 し,特
に1946年以 降 は継続 的 に北 海域 で使 用 され て
いる.下 図 にあ る よ うに魚雷 型 を した長 さ1m
程 度 で,砲 金,青 銅,ス テ ン レス 等 で 出来 て
お り,先 端 部 は鉛 製 の重 りとな って い る(空
中総 重 量:約130kg).太 さ10mの ワ イ ヤ ー
で 船舶 の 後部 か ら曳航 し,水 深 お よそ10mの
プ ラ ンク トンを採 集す る.頑 丈 な構 造 で あ り,
曳航 速力 が22ノ ッ トで も採集 器 が壊 れ る こ と
な く安定 した採 集が で きる.
構 造 は電 子 回路 等 は一 切 ない極 め て 簡単 で
あ り,曳 航 に よ り箱 の 後 部 にあ る プ ロペ ラが
回転 す る こ とを動 力 と して い る.ギ ア を介 し
て ネ ッ ト地 収納 部内 の ネ ッ ト巻 き取 りロー ラ
ー を 回転 させ ,濾 過 ネ ッ ト地 とカバ ー用 ネ ッ
ト地 を巻 き取 る もの で あ る.流 入 口 か ら入 る
プラ ンク トンを濾 過 ネ ッ ト地 の上 に集 め,カ
バ ー ネ ッ ト地で サ ン ドイ ッチ して 収納 部 に保
存 す るL・収 納 部 に は固 定用 ホ ルマ リ ンを入 れ
るこ と もあ る.長 さ6mの プ ラ ンク トンネ ッ
ト地(飾 い絹)は 船 が1マ イル航 走す る と1cm
巻 き取 られ る よ うに設 計 されて お り,一 回 の
曳航 で800-900kmの距 離 に分布 す る動 物 プラ
ンク トンを採 集 す る事 が 出 来 ます.下 図 は ア
リス ター ・ハ ー デ ィー卿 海 洋科 学財 団
(SAHFOS:　Sir　Alister　Hardy　Foudation　for
Ocean　Science)のウエ ブサ イ ト
(http:/lww.npm.ac.uk/sahf{)S/sahfos.htlnl)から
同財 団の御好 意 に よ り引 用 しま した.







八ー デイ ー 型 連 続 プ ラ ン ク トン採 集器(CPR;　Continuous　P|ankton　Recorder).　SAHFOSの 好 意 に よ り引 用
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